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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　

熱 器 と 、 加 熱 さ れ た
Ｐ Ｆ Ｃ を 分 解 触 媒 反 応 器 を こ と を 特 徴 と す る Ｐ Ｆ Ｃ ガ ス 処 理

装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　

【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 予 熱 器 を 小 型 化 す る こ と に よ り コ ン パ ク ト な Ｐ Ｆ Ｃ 装 置 を 提 供 す
る こ と に あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

内 部 に 内 筒 を 設 け て 供 給 さ れ る Ｐ Ｆ Ｃ ガ ス ， 空 気 及 び 水 の 混 合 ガ ス の 旋 回 流 を 発 生 さ せ
、 こ の 混 合 ガ ス を 加 熱 す る 予 前 記 予 熱 器 で 前 記 混 合 ガ ス に 含 ま れ る 前
記 す る が 充 填 さ れ た と 備 え た

前 記 予 熱 器 で 加 熱 さ れ た Ｐ Ｆ Ｃ ガ ス を 整 流 し て 前 記 反 応 器 に 導 く 多 孔 板 を 備 え た 請 求 項
１ 記 載 の Ｐ Ｆ Ｃ ガ ス 処 理 装 置 。

内 部 に 内 筒 を 設 け て 供 給 さ れ る Ｐ Ｆ Ｃ ガ ス ， 空 気 及 び 水 の 混 合 ガ ス の 旋 回 流 を 発 生 さ せ
、 こ の 混 合 ガ ス を 加 熱 す る 第 １ 予 熱 器 と 、 前 記 第 １ 予 熱 器 で 加 熱 さ れ た 前 記 混 合 ガ ス が 供
給 さ れ 、 内 部 に 内 筒 を 設 け て 混 合 ガ ス の 旋 回 流 を 発 生 さ せ 、 こ の 混 合 ガ ス を 加 熱 す る 第 ２
予 熱 器 と 、 前 記 第 ２ 予 熱 器 で 加 熱 さ れ た 前 記 混 合 ガ ス に 含 ま れ る 前 記 Ｐ Ｆ Ｃ を 分 解 す る 触
媒 が 充 填 さ れ た 反 応 器 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る Ｐ Ｆ Ｃ ガ ス 処 理 装 置 。

前 記 第 ２ 予 熱 器 で 加 熱 さ れ た Ｐ Ｆ Ｃ ガ ス を 整 流 し て 前 記 反 応 器 に 導 く 多 孔 板 を 備 え た 請
求 ４ 記 載 の Ｐ Ｆ Ｃ ガ ス 処 理 装 置 。

処 理



　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　

　 予 熱 器 加 熱 面 か ら の 熱 輻 射 に よ っ て 高 温 と な り 混 合 ガ ス の 加 熱 を
促 進 す る 、 実 効 的 な 伝 熱 面 積 増 加 る こ と に り 予 熱 器 を 小 型 化 る 。

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 触 媒 を 用 い た 加 水 分 解 に よ る Ｐ Ｆ Ｃ ガ ス 処 理 装 置 に お い て 、 予 熱 器 の
実 効 伝 熱 面 積 が 予 筒 を 設 け な い 場 合 の 最 大 約 １ .５  倍 と な り 、 Ｐ Ｆ Ｃ ガ ス 処 理
装 置 を 小 型 化 す る こ と が で き る 。 特 に 、 装 置 を 大 型 化 す る 場 合 ほ ど ス ペ ー ス 低 減 の 効 果 は
大 き い 。
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上 記 し た 目 的 を 達 成 す る 本 発 明 の 特 徴 は 、 内 部 に 内 筒 を 設 け て 供 給 さ れ る Ｐ Ｆ Ｃ ガ ス ，
空 気 及 び 水 の 混 合 ガ ス の 旋 回 流 を 発 生 さ せ 、 こ の 混 合 ガ ス を 加 熱 す る 予 熱 器 と 、 予 熱 器 で
加 熱 さ れ た 混 合 ガ ス に 含 ま れ る Ｐ Ｆ Ｃ を 分 解 す る 触 媒 が 充 填 さ れ た 反 応 器 と を 備 え た こ と
に あ る 。

内 に 設 け ら れ た 内 筒 が
た め が す な 、 で き こ の た

め 、 コ ン パ ク ト な Ｐ Ｆ Ｃ ガ ス 処 理 装 置 を 得 る こ と が で き る 。

熱 器 内 に 内
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